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お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

▔税
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税

通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
本
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
、

令
和
5
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
初
旬
に
送
付
し

ま
す
。
な
お
、
免
税
点
未
満
（
課
税
標
準

額
で
土
地
30
万
円
、
家
屋
20
万
円
、
償
却

資
産
１
５
０
万
円
未
満
）
の
場
合
に
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
納
税
通
知
書
の
固
定
資
産
課
税

明
細
書
に
は
、
土
地
一
筆
、
家
屋
一
棟
単

位
で
そ
れ
ぞ
れ
所
在
地
番
、
面
積
、
税
額

等
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
に
誤

り
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎
（
275
）
６
１
０
９

固
定
資
産
税
等
の
減
免

　
自
ら
居
住
し
て
い
る
自
己
居
住
用
資
産

(

土
地
・
家
屋)

を
所
有
し
て
い
る
方
の
う

ち
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
は
申

請
に
よ
り
当
該
資
産
の
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
２
分
の
１
が
減
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

①�
１
月
１
日
現
在
で
、
所
有
者
が
寡
婦
、

ひ
と
り
親
、
特
別
障
が
い
者
、
ま
た
は

65
歳
以
上
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

②�

所
有
者
及
び
所
有
者
と
生
計
を
一
に
す

る
す
べ
て
の
方
の
、
前
年
中
の
所
得
金

額
が
所
定
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

③�

所
有
者
が
自
己
居
住
用
資
産
以
外
の
固

定
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と

④�

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
合
計
年

税
額
が
５
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

⑤�

自
己
居
住
用
家
屋
の
延
床
面
積
が
70
㎡

以
下
で
あ
る
こ
と

※
申
請
は
第
1
期
納
期
限
（
5
月
31
日
）

　
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
付
方
法
が

追
加
さ
れ
ま
し
た

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
、

全
国
の
地
方
税
統
一
Q
R
コ
ー
ド
対
応
金

融
機
関
で
の
納
付
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
決
済
ア
プ
リ
で
の

納
付
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て

令
和
５
年
度
の
納
付
書
に
印
字
さ
れ
て
い

る
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
「
地
方
税
お
支
払
い

サ
イ
ト
」
に
ア
ク
セ
ス
の
上
、
納
付
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
e
L
T
A
X
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎
（
275
）
６
０
９
４

「
e
L
T
A
X
の

　
　
　
　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

こ
ち
ら
か
ら 

▼

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

納税通知書に記載の金融機関またはコンビニエンスストア等で納めてください

固定資産税・都市計画税・軽自動車税・自動車税の

問合先
府自動車税コールセンター

問合先　税務課☎（275）6094 ☎0570‐020156

自動車税固定資産税………１期分
都市計画税………１期分
軽自動車税………全期分

納期限は、

5月 31日水
（種別割） （種別割）
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自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
自
動
車
損
害
賠

償
保
障
法
に
基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車

を
含
む
全
て
の
自
動
車
１
台
ご
と
に
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
万
一
の
自

動
車
事
故
の
際
に
、
加
害
者
の
賠
償
責
任

を
担
保
す
る
こ
と
で
被
害
者
の
基
本
的
な

賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者

の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
、
車
検
制
度
の
な

い
２
５
０
c
c
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機

付
自
転
車
・
軽
二
輪
自
動
車
）
は
有
効
期

限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
自
賠
責
保
険
等
の
加
入
手
続

　
き
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
賠
責
保
険
等
の

　
各
取
扱
代
理
店
で
加
入
手
続
き
を
行
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎
（
275
）
６
０
９
７

▔国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
へ
の 

独
自
給
付
を
ご
存
知
で
す
か

▼
死
亡
一
時
金

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
３

年
以
上
納
め
た
方
が
、
何
の
年
金
も
受
け

ず
に
死
亡
し
た
場
合
、
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
遺
族
（
配
偶
者
、
子
な
ど
）
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
遺
族
が
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
応

じ
て
、
12
万
円
〜
32
万
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
が
３

年
以
上
あ
る
場
合
は
、
８
５
０
０
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

▼
遺
族
基
礎
年
金

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
そ
の
方
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の

あ
る
配
偶
者
」
ま
た
は
「
子
」
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者

②�

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
で
、

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方

③�

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
ま
た
は
受

給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
方

※�

①
②
の
場
合
は
、
死
亡
月
の
前
々
月
ま

で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料

納
付
済
期
間
と
免
除
期
間
（
納
付
猶
予

期
間
・
学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）

を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の
２
以
上
の

方
を
対
象
と
し
ま
す
。
ま
た
は
、
死
亡

月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年
間
に

保
険
料
の
未
納
が
な
い
場
合
で
も
受
給

で
き
ま
す
。

　
遺
族
基
礎
年
金
の
額
は
、
子
の
あ
る
配

偶
者
が
受
け
る
場
合
、
基
本
額
（
79
万
５

０
０
０
円
、
68
歳
以
上
の
方
は
79
万
２
６

０
０
円
）
に
子
の
加
算
額
（
１
人
目
と
２

人
目
は
そ
れ
ぞ
れ
22
万
８
７
０
０
円
、
３

人
目
以
降
は
１
人
に
つ
き
７
万
６
２
０
０

円
）
を
加
え
た
額
で
す
。

　
な
お
、
子
と
は
18
歳
到
達
年
度
の
末
日

ま
で
の
子
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
障
が
い

等
級
が
１
級
も
し
く
は
２
級
の
状
態
に
あ

る
子
を
い
い
ま
す
。

▼
寡
婦
年
金

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て

保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含

む
）
が
10
年
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
に
、
10
年
以
上
婚
姻
関
係
が
継
続

し
て
お
り
、
夫
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
妻
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
期
間
は
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間

で
、
夫
の
第
１
号
被
保
険
者
期
間
に
基
づ

い
て
計
算
さ
れ
た
老
齢
基
礎
年
金
額
の
４

分
の
３
で
す
。

　
た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
て
い
た
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
た
、
ま
た
は
妻
自
身
が
老
齢
基
礎

年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
、

寡
婦
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両

方
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
ど
ち
ら
か
一
方

を
選
択
し
て
受
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　
市
民
課
☎（
275
）６
２
４
１
ま
た

は
堺
西
年
金
事
務
所
☎（
243
）７
９
０
0

▔国
民
健
康
保
険

保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を

　
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
、
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
、
指
定
し
た
口
座
か
ら

自
動
的
に
月
々
の
保
険
料
が
引
き
落
と
さ

れ
る
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
な
い
方
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
健
幸
づ
く
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お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

り
課
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
か
、
通

帳
・
通
帳
届
出
印
・
保
険
証
を
持
っ
て
、

指
定
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
各
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

�
☎（
275
）６
３
７
４

▔後
期
高
齢
者
医
療

７
月
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
や

納
付
書
に
よ
る
納
付
）
が
始
ま
り
ま

す
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、
普
通
徴

収
分
に
つ
い
て
は
暫
定
保
険
料
が
な
い
た

め
、
４
月
か
ら
６
月
の
間
は
口
座
振
替
や

納
付
書
に
よ
る
納
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
過
年
度
分
に
対
す
る
保
険
料
に
つ

い
て
は
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。(

過
年

度
分
の
口
座
振
替
は
不
可
）

　
７
月
中
旬
に
今
年
度
の
保
険
料
決
定
通

知
等
を
送
付
し
ま
す
が
、
普
通
徴
収
だ
け

の
方
は
、
年
間
保
険
料
を
７
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
９
回
で
納
付
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

▔各
種

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る
35
歳
以

上
の
方
へ

　
年
に
1
回
の
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
！
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
に
は
、
5
月
中
旬
に｢

特
定
健
診
受
診

券｣

を
発
送
し
ま
す
。

▼
集
団
健
診

時
間　
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

内
容　
特
定
健
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

申
込　
当
日
直
接
会
場
へ
、
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
事
前
予
約

▼
指
定
医
療
機
関
健
診

期
間　
6
月
1
日
〜
令
和
6
年
3
月
31
日

（
後
期
高
齢
者
健
診
は
受
診
券
が
届
い
た

日
か
ら
）

場
所　
府
内
指
定
医
療
機
関

■
集
団
・
指
定
医
療
機
関
共
通
内
容

検
査
項
目　
問
診
、
診
察
、
身
体
計
測
、

血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検
査

料
金　
特
定
健
診
は
無
料
（
が
ん
検
診
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
各
5
０
０
円
。
た

だ
し
、
40
歳
の
方
に
限
り
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
は
無
料
）

持
ち
物　
保
険
証
・
40
歳
以
上
の
方
は
、

国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
受
診
券
（
ま
た

は
後
期
高
齢
者
健
診
受
診
券
）
と
前
年
度

の
健
診
結
果
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

▼
T
A
K
A
I
S
H
I
健
診
J
A
M

　
特
定
健
診
と
健
幸
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を

同
時
開
催

日
時　
①
6
月
27
日
（
火
）
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
、
②
11
月
23
日
（
祝
）
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
1
時
、
③
令
和
6
年
3
月

20
日
（
祝
）
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

場
所　
①
と
ろ
し
プ
ラ
ザ
、
②
・
③
ア
プ

ラ
た
か
い
し

申
込　
当
日
直
接
会
場
へ

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
6
3
8
1

特
定
健
診
特
別
金
利
定
期
貯
金
の 

ご
案
内

　
Ｊ
Ａ
い
ず
み
の
と
の
協
働
事
業
で
、
期

間
中
に
特
定
健
診
等
を
受
診
し
、
ス
ー
パ

ー
定
期
貯
金
（
10
万
円
〜
１
０
０
万
円
）

を
新
規
で
預
け
る
と
年
０
・
05
％
の
金
利

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

期
間　
5
月
8
日
〜
令
和
6
年
３
月
29
日

対
象　
高
石
市
・
和
泉
市
・
泉
大
津
市
・

岸
和
田
市
・
忠
岡
町
い
ず
れ
か
の
国
民
健

康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
40
歳
以
上
の
方

　
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
い
ず
み
の
店
頭
の
商

品
概
要
説
明
書
ま
た
は
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
各
支

店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
J
A
い
ず
み
の
取
石
支
店

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
272
）
0
6
0
6

「
特
定
健
診
特
別
金
利

 

定
期
貯
金
の
詳
細
」

こ
ち
ら
か
ら 

▼

健診日 会場
5月28日（日） 市役所別館
6月2日（金） 総合保健センター
9月8日（金） 総合保健センター
10月5日（木） 総合保健センター
10月15日（日）総合保健センター
11月9日（木） 総合保健センター
12月13日（水）総合保健センター
1月28日（日） 市役所別館
2月20日（火） 総合保健センター

「
特
定
健
診
の
詳
細
」

こ
ち
ら
か
ら
▼
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特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
に
つ
い
て

▼
特
別
障
害
者
手
当

対
象　
日
常
生
活
で
常
に
特
別
な
介
護
が

必
要
な
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
で
20
歳
以

上
の
方
（
福
祉
施
設
入
所
者
及
び
一
定
期

間
入
院
し
て
い
る
方
を
除
く
）

支
給
額　
月
額
２
万
７
９
８
０
円（
２
月・

５
月
・
８
月
・
11
月
に
支
給
）

▼
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　
日
常
生
活
で
常
に
特
別
な
介
護
が

必
要
な
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
で
20
歳
未

満
の
方
（
福
祉
施
設
入
所
者
を
除
く
）

支
給
額　
月
額
１
万
５
２
２
０
円（
２
月・

５
月
・
８
月
・
11
月
に
支
給
）

※
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま

　
す
。
ま
た
、
申
請
に
は
各
手
当
認
定
用

　
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
９
４

支
援
教
育
の
取
組
み

　
市
内
の
公
立
幼
小
中
学
校
園
で
は
、
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
自
ら
の
可
能

性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
主
体
的
に
社
会

参
加
・
自
立
す
る
人
間
の
育
成
を
ね
ら
い

と
し
た
支
援
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
各
学
校
園
の
協
力
体
制
の
も
と
、

支
援
学
級
に
在
籍
す
る
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
学
級
に
在
籍

す
る
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
つ
い

て
も
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の

状
況
等
を
的
確
に
把
握
、
課
題
を
明
確
に

し
、
個
々
の
障
が
い
の
状
況
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
通
級
指
導
教
室
を
設
置
し
、
言

語
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
課
題
の
あ

る
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
も
進
め
る
と
と

も
に
、
各
学
校
園
の
支
援
教
育
に
か
か
る

指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、
専
門
家
等
に

よ
る
巡
回
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
引
き
続
き
、
す
べ
て
の
子
ど
も

の
豊
か
な
人
間
形
成
を
め
ざ
し
て
、
と
も

に
学
び
、
支
え
合
い
、
生
き
る
力
を
育
む

教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
合
先　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
３
４

　近年、悪質電話等による消費者被害・詐欺被害が増加しています。その対策の一環として、
市では以下の取組を実施します。申請方法は市 HP または経済課までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

対象となる特殊詐欺対策機器を購入された方へ、購入費用に対する補
助金を交付します。
対 象 　　市内在住の 65歳以上の方等が居住する世帯
　　　　　（１世帯につき 1回のみ申請可能）
助成額　  購入金額分（上限 10,000 円）
　　　　　※補助金額は 100円未満切り捨て。
対象機器　（公財）全国防犯協会連合会の推奨する優良防犯電話推奨
　　　　　品（スマートフォン、携帯電話を除く）で購入から４か月
　　　　　以内の機器
　　　　　※機器購入・お申込みの前に、経済課までご相談ください。
申 込 　    経済課

■特殊詐欺対策機器購入費の助成

問合先　経済課☎(275)6149



11	 きらり -TAKAISHI-　2023.5

6
月
7
日
午
前
11
時
頃
に
市
内
の 

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

放
送
が
流
れ
ま
す

　
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練

で
、
高
石
市
以
外
の
全
国
の
地
域
で
も
同

様
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
先　
危
機
管
理
課
☎（
275
）６
２
４
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
時
間
外
交

付
に
つ
い
て

　
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
受
け
取
ら

れ
た
方
で
、
業
務
時
間
中
に
窓
口
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
次
の
日
程
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
5
月
17
日
・
24
日
い
ず
れ
も
水
曜

日
の
午
後
5
時
30
分
〜
7
時
30
分
、
5
月

28
日
（
日
）
午
前
9
時
〜
正
午

場
所　
市
役
所
本
館
（
１
階
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
以
外
の

　
お
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。　
　
　
　

問
合
先　
市
民
課
☎
（
275
）
６
２
１
２

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト

の
更
新
申
請
が
で
き
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
パ
ス
ポ
ー

ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
更
新
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
初
め
て
申

請
す
る
、
パ
ス
ポ
ー
ト
が
失
効
し
て
い
る
、

戸
籍
上
の
氏
名
や
本
籍
地
に
変
更
が
あ
っ

た
等
の
場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　
市
民
課
☎
（
275
）
６
２
１
２

「
パ
ス
ポ
ー
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

 
更
新
申
請
の
詳
細
」

こ
ち
ら
か
ら 

▼

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e rドライブレコーダーの

　　映像は定期的に確認！

※国民生活センター「見守り新鮮情報　第339号」から抜粋・イラスト黒崎玄

休館日 土・日曜日、祝日

相談事例では、事故やトラブルの時に確認した際、初めて映像が記録
されていないことに気が付いたという例が多く見られました。データ

を記録する SD カードの異常により、映像が記録されていないケースがあ
ります。SDカードは定期的にフォーマット（初期化）する必要があります。
また、繰り返し使用し、劣化していく消耗品なので定期的に交換しましょ
う。取扱説明書をよく読んで、ドライブレコーダーに合った SD カードを
使用し、本体に異常が生じていないかの確認も含め、映像が正常に記録さ
れていることを定期的に確認しましょう。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※来庁をご希望される場合は事前
　 にお電話ください
※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

事例1 　ドライブレコーダーを取り付けたが、SDカードの

不良でデータが録画されていなかった。（70歳代　男性）

事例2　自動車を運転中、交差点で対向車と衝突した。ドラ

イブレコーダーに録画されているはずの映像が記録されて

いなかった。（60歳代　男性）

お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
８
０
年

代
に
か
け
、
多
く
の
日
本
人
が
不
自

然
な
形
で
行
方
不
明
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
当
局
に
よ
る
捜
査
や
、
亡
命

北
朝
鮮
工
作
員
の
証
言
に
よ
り
、
こ

れ
ら
の
事
件
の
多
く
は
北
朝
鮮
に
よ

る
拉
致
の
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
が
日
本
人
の
拉
致
を
初
め

て
認
め
た
の
は
、
小
泉
首
相
が
北
朝

鮮
を
訪
問
し
、
金
正
日
総
書
記
と
会

談
し
た
２
０
０
２
年
９
月
17
日
の
日

朝
首
脳
会
談
の
こ
と
で
す
。
北
朝
鮮

は
拉
致
と
認
め
た
13
人
の
安
否
を

「
５
人
生
存
、
８
人
死
亡
」
と
主
張

し
、
同
年
10
月
15
日
に
拉
致
被
害
者

５
人
が
24
年
ぶ
り
に
帰
国
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
拉
致
問
題
に
目
立
っ
た
進

展
は
な
く
、
未
帰
国
の
被
害
者
で
あ

る
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
（
拉
致
当
時
13

歳
）
の
拉
致
か
ら
昨
年
11
月
で
45
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
時
を
知
ら
な
い

世
代
が
増
え
、
世
論
の
関
心
の
維
持

と
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
７
年
11
月
15
日
に
、
当
時

中
学
１
年
生
だ
っ
た
横
田
め
ぐ
み
さ

ん
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
練
習
を
終

え
て
下
校
途
中
、
新
潟
市
で
行
方
不

明
と
な
り
ま
し
た
。
北
朝
鮮
は
め
ぐ

み
さ
ん
を
死
亡
し
た
と
し
ま
し
た
が
、

２
０
０
４
年
に
北
朝
鮮
が
提
出
し
た

め
ぐ
み
さ
ん
の
遺
骨
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

で
偽
物
と
判
明
し
て
い
ま
す
。
め
ぐ

み
さ
ん
の
両
親
が
全
国
で
重
ね
た
講

演
は
１
４
０
０
回
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

帰
国
し
た
蓮
池
薫
さ
ん
は
、
１
９

７
８
年
７
月
31
日
に
新
潟
県
柏
崎
市

で
、
恋
人
の
祐
木
子
さ
ん
と
海
辺
に

出
か
け
、
声
を
か
け
て
き
た
男
に
ラ

イ
タ
ー
の
火
を
貸
そ
う
と
し
た
瞬
間
、

隠
れ
て
い
た
工
作
員
に
後
ろ
か
ら
襲

わ
れ
ま
し
た
。
袋
詰
め
の
状
態
で
漁

船
を
偽
装
し
た
工
作
船
に
乗
せ
ら
れ
、

連
れ
て
行
か
れ
た
の
は
、
警
備
隊
や

鉄
条
網
に
囲
ま
れ
た
平
壌
郊
外
の
招

待
所
で
し
た
。
自
由
に
外
出
で
き
ず
、

日
本
の
家
族
に
安
否
も
伝
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
「
命
以
外
の
全
て
を

奪
わ
れ
た
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

拉
致
か
ら
２
年
後
、
北
朝
鮮
で
祐
木

子
さ
ん
と
再
会
し
結
婚
。
２
人
の
子

ど
も
を
授
か
り
ま
し
た
が
、
日
本
語

を
教
え
ず
、
「
元
在
日
朝
鮮
人
の

子
」
と
し
て
育
て
ま
し
た
。
北
朝
鮮

で
差
別
を
受
け
た
り
、
工
作
員
と
し

て
利
用
さ
れ
た
り
す
る
の
を
避
け
る

た
め
で
し
た
。
２
０
０
４
年
５
月
に

は
子
ど
も
た
ち
も
日
本
に
戻
り
ま
し

た
。
「
拉
致
被
害
者
の
方
々
は
今
も

恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
、
厳
し
い
、
苦
し

い
状
況
で
暮
ら
し
て
い
る
ん
で
す
。

一
刻
も
早
い
帰
国
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

蓮
池
さ
ん
と
一
緒
に
帰
国
し
た
曽

我
ひ
と
み
さ
ん
は
、
１
９
７
８
年
８

月
12
日
、
新
潟
県
佐
渡
市
で
母
ミ
ヨ

シ
さ
ん
と
買
い
物
に
行
っ
た
帰
り
に

拉
致
さ
れ
ま
し
た
。
工
作
船
に
乗
せ

ら
れ
て
北
朝
鮮
に
着
く
と
、
ミ
ヨ
シ

さ
ん
の
姿
は
無
か
っ
た
そ
う
で
す
。

氷
点
下
30
度
の
冬
に
暖
房
が
途
絶
え
、

石
の
交
じ
っ
た
米
で
す
ら
十
分
に
食

べ
ら
れ
な
い
苦
し
い
時
も
あ
り
ま
し

た
。
「
問
題
が
忘
れ
去
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま

す
。
1
人
で
も
多
く
の
人
に
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
講
演
会
で
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

内
閣
府
の
「
外
交
に
関
す
る
世
論

調
査
」
で
、
北
朝
鮮
へ
の
関
心
事
項

（
複
数
回
答
）
に
「
拉
致
問
題
」
を

挙
げ
た
人
は
、
２
０
０
３
年
度
に
過

去
最
高
の
90
．
1
％
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
漸
減
傾
向
で
、

２
０
２
２
年
度
は
77
．
7
％
で
し
た
。

２
０
２
２
年
度
の
年
代
別
で
は
、
70

歳
以
上
が
87
．
7
％
と
高
い
の
に
対

し
、
30
～
39
歳
は
61
．
1
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。
非
道
な
拉
致
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
、
教
育
現
場
で
の
取
り

組
み
や
広
報
活
動
の
継
続
が
必
要
で

す
。

人
権
推
進
課�

☎
（
275
）
６
２
７
９

 北朝鮮拉致 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の 

購
入
費
用
を
一
部
助
成

　
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
は
、
集
中
豪
雨
時
の

急
激
な
雨
水
流
出
を
抑
え
、
浸
水
被
害
を

緩
和
し
ま
す
。
貯
留
さ
れ
た
雨
水
は
、
庭

木
へ
の
散
水
（
節
水
効
果
）
や
打
ち
水

（
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
）
と
し
て
利

用
で
き
る
ほ
か
、
災
害
時
に
は
飲
用
水
以

外
の
生
活
用
水
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
設
置
を
お
考
え
の
方

は
、
購
入
前
に
上
下
水
道
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
住
宅
を
所
有
し
、
1
基
あ

た
り
の
容
量
が
80
ℓ
以
上
の
雨
水
貯
留
タ

ン
ク
を
購
入
さ
れ
て
6
か
月
以
内
の
方

※
賃
貸
住
宅
の
場
合
も
土
地
・
建
物
の
所

　
有
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
設
置
で
き
ま
す
。

助
成
額　
購
入
金
額
の
３
分
の
２
ま
た
は

タ
ン
ク
容
量
（
ℓ
）
×
２
０
０
円
の
い
ず

れ
か
少
な
い
方
の
額
（
上
限
4
万
円
）

申
込
・
問
合
先　
11
月
30
日
ま
で
に
上
下

水
道
課
☎
（
275
）
６
４
１
９
へ
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お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

※各補助制度にはその他要件があります。
　必ず事前に申請を行ってください。また、
　予算額に達しますと終了になります。
　各制度の詳細については市ホームペー
　ジをご覧ください▶︎

大切大切ななお家お家のの

これからこれからをを考える考える時に時に
各種補助制度のご案内
問合先　建築住宅課☎︎（275）6479

ブロック塀等の撤去補助制度
ブロック塀等の撤去にかかる費用の一部を補助
します。
対象
・ 道路に面するブロック塀等
・ブロック塀等の高さが60cmを超えるもの
補助金額　撤去する費用の２分の１の額
　　　　　 （上限額15万円）
※「児童が主に通学に供する道路」に面するブロ
　ック塀等の場合は、撤去する費用の全額
　（上限額15万円）

空き家対策補助制度
空き家バンクの登録物件で売買が成約した方に、
費用の一部を補助します。買主は当該物件に住
民登録が必要です。
■買主　
　購入費用の補助として最大30万円、
　改修費用の補助として最大30万円を補助
■売主
　不要物撤去の補助として最大5万円

耐震診断・耐震改修補助制度
住宅の耐震診断・改修にかかる費用の一部を補
助します。
対象　昭和56年5月31日以前に建築され、居
住または使用している木造住宅
※耐震改修は直近の課税所得金額が507万円
　未満の方が対象
■耐震診断
金額　診断費用の11分の10以内の額
　　　(上限額5万円)
■耐震改修（耐震診断後）
金額　改修費用として70万円または90万
　　　円を補助

空き家除却補助制度　
空き家の除却にかかる費用の一部を補助します。
対象　昭和56年5月31日以前に建築され、1年
以上居住実績のない木造住宅
金額　除却する費用の2分の1の額
　　　(上限額40万円)


